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微小光共振器を利用したマイクロコム光源 1 は、通信や高周波計測の応用展開における基準光

源として期待されている。特に共集積が可能なプラットフォームにおける微小光共振器は、励起

光源や単一走行キャリアフォトダイオード(UTC-PD)2 と共集積することによって、モジュール化

が期待できること、ミリ波・テラヘルツ波の発生においてコモンモードノイズの除去が可能であ

ること、広帯域コムによる周波数分割によって周波数安定度の改善が期待できることから、ヘテ

ロダイン検出に用いるためのモジュール型の局発発振器として魅力的である。また、従来型の周

波数コムに比べて、モード間隔が広く、スペクトルの取り扱いが容易であること、EO 変調器型の

コムに比べ、低消費電力にできるなどの利点も挙げられる。本稿では、SiN プラットフォームを用

いたマイクロコムの発生と、UTC-PD によるミリ波・テラヘルツ波の発生と周波数計測を報告する。 

SiN 微小光共振器（Q 値~106, FSR 100, 300 GHz）を線幅 400 kHz の波長可変光源で励起した。キャリ

ア抑制 SSB変調器を用いて離調を高速掃引 3(> 1 GHz/usec)することによってソリトン・コムを発生し

た(図 1(a))。再構成可能な波長フィルタを用いて 2 本のコムを切り出し、ビート信号を UTC-PD に入射

することによってテラヘルツ波を発生した。100 GHz の周波数評価には、光ビート信号を直接高速

フォトダイオードで光検出し、ハーモニックミキサによって IFスペクトルを観測した。ソリトン・

コムからは、フィードバック無しでも 10 kHz程度の線幅が実現できていることがわかった(図 1(b))。

さらなる高周波領域にける周波数評価には、変調器を用いたコムのサイドバンド混合によるビー

ト検出が必要となる。発表では、汎用コム発生器を活用した周波数測定に関して議論する。 
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図 1(a)発生したソリトンコムのスペクトル (b)UTC-PD で発生した
100 GHz信号のスペクトル 
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